
  
 
 
 
 
 

 
 
 

 

今年のノーベル平和賞を日本の被爆者団体である日本被団協が受賞しました。ノーベル

賞委員会は「被団協は核兵器のない世界を実現するための努力と核兵器が二度と使用され

てはならないことを証言によって示してきた」と受賞理由を述べています。昭和２０年８

月の広島、長崎への原爆投下から一度も核兵器が使用されなかったのは、被爆者たちが国

内外で自らの体験を語ることで被爆の実相を伝え世界を動かしたからです。 

大井九条の会では今回、戦時体験者のお話と手記の朗読を聞き、さらに参加者の平和へ

の思いを交流する会を催すことになりました。多くの方のご参加をお待ちしております。 

日 時：２０２４ 年１１月２４日(日) １４：００  ～ １６：００ 

場 所：大井町生涯学習センター２階 第１・２会議室 

参加費：無料    駐車場あり 

主 催：大井九条の会 連絡先 0465-83-5875 田村 0465-83-2358 二上 

戦時体験のお話と朗読 

「甲府大空襲とその後」  平岡あさ子さん 

（昭和１４年山梨県甲府市生まれ） 

「小学４年生の満州帰還」 加賀谷由紀子さん 

（昭和１１年青森県弘前市生まれ） 

Ⅰ  部   戦時体験のお話と朗読 

Ⅱ 部 平和への思いを語る（参加者のみなさん） 

    


